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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
六
百
二
十
四
号

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た

医
療
機
関
は
次
の
と
お
り
廃
止
し
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
　
　
地

牧
丘
町
立
牧
丘
病
院

東
山
梨
郡
牧
丘
町
窪
平
三
百
二
番
地
二

三
富
村
立
三
富
診
療
所

東
山
梨
郡
三
富
村
下
荻
原
百
三
十
九
番
地

須
玉
町
外
一
ヶ
村
病
院
組
合
塩
川
病

北
巨
摩
郡
須
玉
町
藤
田
七
百
七
十
三
番
地

院明
野
村
国
保
辺
見
診
療
所

北
巨
摩
郡
明
野
村
上
手
一
の
十
二
番
地

山
梨
県
告
示
第
六
百
二
十
五
号

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た

医
療
機
関
は
次
の
と
お
り
廃
止
し
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
　
　
地

市
川
大
門
町
立
病
院

西
八
代
郡
市
川
大
門
町
四
百
二
十
八
番
地
の
一

市
川
大
門
町
立
山
保
診
療
所

西
八
代
郡
市
川
大
門
町
山
家
六
千
三
百
六
十
番
地
一

三
珠
町
営
国
民
健
康
保
険
診
療
所

西
八
代
郡
三
珠
町
上
野
二
千
七
百
三
十
一
番
地
一

南
部
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

南
巨
摩
郡
南
部
町
南
部
八
千
五
十
番
地
の
一

山
梨
県
告
示
第
六
百
二
十
六
号

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た

医
療
機
関
は
次
の
と
お
り
廃
止
し
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
　
　
地

上
野
原
町
立
病
院

北
都
留
郡
上
野
原
町
上
野
原
三
千
百
九
十
五
番
地

勝
沼
町
立
勝
沼
病
院

東
山
梨
郡
勝
沼
町
勝
沼
九
百
五
十
番
地

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

八
〇
五

山
梨
県
公
報
平
成
十
七
年

十
二
月
一
日

第
千
六
百
二
十
三
号

木　曜　日



塩
山
市
国
保
直
営
大
藤
診
療
所

塩
山
市
上
粟
生
野
十
三
番
地
一

塩
山
市
国
保
直
営
塩
山
診
療
所

塩
山
市
上
於
曽
九
百
八
十
四
番
地
の
一

山
梨
県
告
示
第
六
百
二
十
七
号

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
を

担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
　
　
地

山
梨
市
立
牧
丘
病
院

山
梨
市
牧
丘
町
窪
平
三
百
二
番
地
二

三
富
診
療
所

山
梨
市
三
富
下
荻
原
百
三
十
九
番
地

北
杜
市
立
塩
川
病
院

北
杜
市
須
玉
町
藤
田
七
百
七
十
三
番
地

北
杜
市
国
保
辺
見
診
療
所

北
杜
市
明
野
町
上
手
一
の
十
二
番
地

山
梨
県
告
示
第
六
百
二
十
八
号

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
を

担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
　
　
地

市
川
三
郷
町
立
病
院

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
市
川
大
門
四
百
二
十
八
番
地
の
一

市
川
三
郷
町
立
山
保
診
療
所

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
山
保
六
千
三
百
六
十
番
地
一

市
川
三
郷
町
営
国
民
健
康
保
険
診
療
所

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
上
野
二
千
七
百
三
十
一
番
地
の
一

南
部
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

南
巨
摩
郡
南
部
町
南
部
八
千
五
十
番
地
の
一

山
梨
県
告
示
第
六
百
二
十
九
号

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
を

担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
　
　
地

上
野
原
市
立
病
院

上
野
原
市
上
野
原
三
千
百
九
十
五
番
地

甲
州
市
立
勝
沼
病
院

甲
州
市
勝
沼
町
勝
沼
九
百
五
十
番
地

甲
州
市
大
藤
診
療
所

甲
州
市
塩
山
上
粟
生
野
十
三
番
地
一

甲
州
市
塩
山
診
療
所

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
九
百
八
十
四
番
地
の
一

山
梨
県
告
示
第
六
百
三
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う

に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
（一）

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

南
巨
摩
郡
早
川
町
・
身
延
町
・
南
部
町
・
西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
（
以
上
四
町
に
お
い
て
次
の
　

図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

（二）

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
　

水
源
の
か
ん
養

（三）

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１
　
立
木
の
伐
採
の
方
法

a

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

s

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係

る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

d

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
　

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

八
〇
六



び
関
係
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

二
（一）

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

南
巨
摩
郡
早
川
町
・
身
延
町
・
西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
（
以
上
三
町
に
お
い
て
次
の
図
に
示
す

部
分
に
限
る
。）

（二）

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

（三）

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１
　
立
木
の
伐
採
の
方
法
　
　
　

a

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

s

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係

る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

d

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
　

び
関
係
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
六
百
三
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う

に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
（一）

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

大
月
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

（二）

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
　

水
源
の
か
ん
養

（三）

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１
　
立
木
の
伐
採
の
方
法

a

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

s

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係

る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

d

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
　

び
大
月
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

二
（一）

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

大
月
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

（二）

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

（三）

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１
　
立
木
の
伐
採
の
方
法
　
　
　

a

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

s

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係

る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

d

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
　

び
大
月
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
六
百
三
十
二
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
漁
業

協
同
組
合
の
遊
漁
規
則
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
漁
業
権
者
の
名
称
及
び
住
所

河
口
湖
漁
業
協
同
組
合
　
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
河
口
二
千
九
百
八
十
五
番
地

二
　
漁
業
権
の
免
許
番
号

内
共
第
十
四
号

三
　
認
可
に
係
る
変
更
内
容

１
　
第
三
条
第
二
項
中
「
s
」
を
「
２
」
に
改
め
る
。

２
　
第
三
条
第
二
項
の
表
中
「
レ
ー
ク
ラ
ン
ド
」
を
「
寺
屋
敷
」
に
、「
河
口
湖
町
宝
司
塚
」
を
「
小

立
字
宝
司
塚
」
に
、「
河
口
湖
町
京
塚
」
を
「
小
立
字
京
塚
」
に
、「
河
口
湖
町
久
保
井
坂
下
」
を

「
大
石
字
久
保
井
坂
下
」
に
、「
指
示
し
て
」
を
「
示
し
て
」
に
改
め
る
。

３
　
第
三
条
第
三
項
中
「
d
」
を
「
３
」
に
改
め
る
。

４
　
第
三
条
第
三
項
の
表
中
「
河
口
湖
町
片
浜
」
を
「
浅
川
字
片
浜
」
に
、「
河
口
湖
町
西
の
浦
」

を
「
浅
川
字
西
の
浦
」
に
、「
河
口
湖
町
湖
辺
」
を
「
河
口
字
湖
辺
」
に
、「
河
口
湖
町
湖
中
」

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

八
〇
七



を
「
大
石
字
湖
中
」
に
、「
河
口
湖
町
桑
崎
」
を
「
大
石
字
桑
崎
」
に
、「
足
和
田
村
長
崎
」
を

「
長
浜
字
長
崎
」
に
、「
足
和
田
村
東
八
杭
」
を
「
長
浜
字
東
八
杭
」
に
、「
沖
合
」
を
「
沖
合

い
」
に
改
め
る
。

５
　
第
四
条
第
一
項
中
「
河
口
湖
町
」
を
「
富
士
河
口
湖
町
」
に
改
め
る
。

６
　
第
四
条
第
一
項
の
表
中
遊
漁
料
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

期
間

遊
漁
料
（
消
費
税
込
）

一
日

前
売
り
　
八
百
円

現
場
売
り
　
千
三
百
円

７
　
第
四
条
第
三
項
中
「
中
巨
摩
郡
敷
島
町
牛
句
五
百
十
八
番
地
」
を
「
甲
斐
市
牛
句
五
百
十
八
番

地
の
一
」
に
改
め
る
。

８
　
別
表
中
「
勝
山
村
」
を
「
富
士
河
口
湖
町
勝
山
」
に
、「
河
口
湖
町
」
を
「
富
士
河
口
湖
町
」

に
、「
足
和
田
村
」
を
「
富
士
河
口
湖
町
」
に
、「
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
」
を
「
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

湖
畔
店
」
に
、「
長
浜
千
二
百
八
十
一
」
を
「
長
浜
千
三
百
二
十
一
│
五
」
に
、「
小
林
　
禮
司
」

を
「
小
佐
野
常
夫
」
に
、「
土
屋
　
都
一
」
を
「
堀
内
　
家
臣
」
に
、「
渡
辺
　
あ
き
」
を
「
渡

辺
　
章
雄
」
に
、「
梶
原
亥
之
雄
」
を
「
三
浦
　
和
政
」
に
改
め
、「
勝
山
漁
業
生
産
組
合
」、

「
司
食
堂
」
及
び
「
あ
け
ぼ
の
荘
」
の
項
を
削
り
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

店
名

住
所

電
話
番
号

氏
名

足
和
田
ホ
テ
ル

富
士
河
口
湖
町
長
浜

〇
五
五
五
│
八
二

三
浦
　
康
夫

三
百
九
十
五

│
二
三
二
一

足
和
田
キ
ャ
ン
プ
場

富
士
河
口
湖
町
長
浜

〇
五
五
五
│
七
三

森
田
　
晋

二
千
百
八
十
三

│
一
〇
八
四

四
　
変
更
後
の
遊
漁
規
則
の
施
行
日

平
成
十
七
年
十
一
月
七
日

山
梨
県
告
示
第
六
百
三
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
中
地
域
振
興
局
建

設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
島
上
条
宮
久
保
絵
見
堂
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

甲
斐
市
大
字
団
子
新
居
字
東
沢
一
二
番
地
先
か
ら

旧

一
八
・
〇
〜

八
五
・
〇

甲
斐
市
大
字
団
子
新
居
字
中
原
六
二
一
番
の
一
地

七
一
・
〇

先
ま
で

新

一
八
・
〇
〜

八
五
・
〇

一
〇
七
・
五

山
梨
県
告
示
第
六
百
三
十
四
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
山
梨
第
二
地
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
次
の
と
お
り
関
係
書
類
を

縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
縦
覧
書
類

換
地
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間

平
成
十
七
年
十
二
月
二
日
か
ら
平
成
十
八
年
一
月
五
日
ま
で

三
　
縦
覧
場
所

山
梨
市
役
所

四
　
異
議
申
出
期
間

平
成
十
八
年
一
月
六
日
か
ら
同
月
二
十
日
ま
で

公
　
　
　
告

'

県
政
功
績
者

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

八
〇
八



山
梨
県
表
彰
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
十
二
号
）
に
基
づ
く
平
成
十
七
年
度
県
政
功
績

者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

個
人
　功

績
分
野

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

特
別
感
謝
状

紅
　
野
　
敏
　
郎

東
京
都
小
平
市
学
園
東
町
三
丁
目
十
四
番
十
三
号

県
議
会

高
　
尾
　
堅
　
一

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
市
川
大
門
千
二
百
六
十
六
番
地

竹
　
越
　
久
　
高

山
梨
市
小
原
西
九
百
五
十
二
番
地
の
二

横
　
内
　
公
　
明

韮
崎
市
本
町
一
丁
目
一
番
十
三
号

渡
　
邊
　
亘
　
人

富
士
吉
田
市
下
吉
田
六
千
三
百
番
地

地
方
自
治

石
　
川
　
洋
　
司

南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
千
七
百
九
十
六
番
地
の
一

伊
　
藤
　
好
　
彦

北
杜
市
白
州
町
白
須
二
千
四
百
五
十
四
番
地

金
　
井
　
豊
　
明

笛
吹
市
春
日
居
町
小
松
千
百
五
十
四
番
地

角
　
田
　
義
　
一

笛
吹
市
境
川
町
大
黒
坂
千
七
十
番
地

古
　
屋
　
貞
　
次

笛
吹
市
八
代
町
北
千
二
十
三
番
地

前
　
島
　
一
　
彦

山
梨
市
三
富
下
釜
口
四
百
五
十
六
番
地

守
　
屋
　
武
　
彦

北
都
留
郡
丹
波
山
村
二
千
六
百
三
十
八
番
地

浅
　
川
　
晃
　
暉

北
杜
市
大
泉
町
西
井
出
二
百
二
十
四
番
地

小
　
澤
　
　
　
傳

韮
崎
市
穂
坂
町
三
之
蔵
四
千
百
七
十
七
番
地

小
　
泉
　
源
　
紀

北
杜
市
明
野
町
三
之
蔵
九
百
六
十
二
番
地

佐
々
木
　
大
　
輔

大
月
市
梁
川
町
綱
の
上
千
四
百
七
十
八
番
地

南
ア
ル
プ
ス
市
在
家
塚
七
百
二
十
九
番
地

北
杜
市
高
根
町
村
山
西
割
二
千
百
四
十
九
番
地

甲
府
市
千
塚
四
丁
目
二
番
五
号

大
月
市
初
狩
町
下
初
狩
三
千
三
百
四
十
一
番
地

甲
府
市
武
田
一
丁
目
四
番
三
十
五
号

山
梨
市
小
原
西
七
百
七
十
五
番
地

甲
府
市
横
根
町
千
八
番
地
の
二

甲
府
市
大
里
町
二
千
九
百
九
十
番
地
の
二
十
四

産
　
　
業

静
岡
県
富
士
宮
市
野
中
九
百
八
番
地
の
十
八

南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
千
七
百
二
十
三
番
地

中
巨
摩
郡
田
富
町
山
之
神
二
千
四
十
九
番
地
二
十
三

甲
府
市
湯
村
二
丁
目
五
番
六
号

甲
府
市
荒
川
一
丁
目
四
番
十
六
号

甲
府
市
池
田
二
丁
目
四
番
十
六
号

甲
府
市
緑
が
丘
二
丁
目
十
三
番
三
十
六
号

西
八
代
郡
上
九
一
色
村
精
進
四
百
七
十
八
番
地

北
杜
市
高
根
町
箕
輪
新
町
八
百
四
十
六
番
地

甲
州
市
塩
山
上
粟
生
野
百
十
二
番
地
二

南
巨
摩
郡
南
部
町
本
郷
四
千
三
百
二
十
二
番
地

甲
府
市
湯
村
一
丁
目
十
三
番
七
号

教
育
文
化

大
月
市
駒
橋
一
丁
目
九
番
十
四
号

南
ア
ル
プ
ス
市
鏡
中
條
五
百
四
十
九
番
地

笛
吹
市
八
代
町
永
井
千
四
百
九
十
五
番
地

東
京
都
豊
島
区
目
白
四
丁
目
三
十
一
番
二
十
五
号

富
士
吉
田
市
上
暮
地
四
丁
目
十
四
番
八
号

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
松
向
八
百
八
十
九
番
地

南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
六
百
八
十
六
番
地

富
士
吉
田
市
下
吉
田
八
百
六
十
九
番
地

社
会
福
祉

甲
府
市
山
宮
町
千
五
百
三
十
番
地
の
七

甲
斐
市
中
下
条
七
十
番
地
七

笛
吹
市
八
代
町
北
九
百
五
十
七
番
地

保
健
衛
生

甲
府
市
南
口
町
五
番
二
十
三
号

甲
府
市
中
央
四
丁
目
八
番
十
二
号

都
留
市
川
棚
六
百
五
十
八
番
地
三

甲
府
市
川
田
町
二
番
地
の
四

甲
府
市
千
塚
五
丁
目
四
番
四
十
四
号

甲
府
市
大
手
二
丁
目
三
番
二
十
六
号

東
八
代
郡
中
道
町
下
向
山
三
千
四
百
二
十
番
地
の
二

団
体

功
績
分
野

団
　
体
　
名

所
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
地

環
　
　
境

特
定
非
営
利
活
動

甲
府
市
相
生
一
丁
目
一
番
九
号

法
人
　
日
本
高
山

植
物
保
護
協
会

'
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
十
七
年
十
月
二
十
八
日

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

八
〇
九

中

込

政

巳

中

嶋

三

次

森

澤

幸

夫

野

澤

　

覺

山

下

榮

良

飯

島

　

靜

赤

池

英

利

伊

藤

朝

光

井

上

勝

次

海

野

利

彦

大

木

勝

志

五

味

和

彦

坂

本

初

男

小
宮
山

貞
　
夫

平

賀

義

成

山

田

義

文

安

達

智

照

廣

瀬

晴

光

杉

山

晴

弘

今
　
井
　
　
　
巖

板

屋

茂

夫

北

村

　

誠

霜

村

純

志

田

中

陽

子

長
久
保
　
忠
　
雄

花

輪

貞

●

保

坂

精

治

山

田

紀

彦

木

村

定

則

出

澤

良

人

前

島

弘

子

小
田
嶋
　
弘
　
明

川

口

叔

宏

功

刀

　

融

千

葉

成

宏

野

嶋

浩

子

松

井

紀

和

山

形

正

喜



二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
循
環
型
社
会
づ
く
り
を
考
え
る
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
会

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
細
田
東
男

３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
千
七
百
番
地
四
Ｓ
Ｔ
Ｋ
ビ
ル

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
現
場
か
ら
、
家
族
の
絆
を
大
切
に
し
た
、
人
と
地
球
に
や

さ
し
い
住
ま
い
と
暮
ら
し
を
通
じ
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
と
地
域
の
資
源
・
技
術
を
活
か
し
た
持

続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
す
べ
て
の
山
梨
県
民
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
づ
く
り
と
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
七
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で

'

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
十
七
年
十
月
二
十
八
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
Ｄ
Ｃ
Ｔ

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
野
木
千
弘

３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
都
留
市
田
原
二
丁
目
十
四
番
八
号

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
富
士
山
周
辺
地
域
住
民
及
び
諸
団
体
に
対
し
て
、
環
境
の
保
全
、
情
報
化
社
会

の
発
展
、
及
び
経
済
活
動
の
活
性
化
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
環
境
と
産
業
が
共
生
す
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
七
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で

'

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
十
七
年
十
月
二
十
八
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
農
業
の
学
校

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
田
中
進

３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
中
巨
摩
郡
田
富
町
西
花
輪
二
千
二
百
四
十
九
番
地
五
サ
ン
ハ
イ
ツ

石
川
一
〇
一
号
室

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
農
業
を
志
す
人
す
べ
て
に
対
し
て
、
農
業
に
関
す
る
相
談
、
支
援
等
の
事
業
を

行
い
、
農
業
従
事
者
の
増
加
を
促
進
し
、
環
境
へ
の
配
慮
、
食
の
安
全
を
考
え
な
が
ら
、
農
業
お

よ
び
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
七
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で

'

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
十
七
年
十
一
月
四
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
ど
う
見
る
ネ
ッ
ト

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
望
月
好
訓

３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
甲
府
市
丸
の
内
三
丁
目
二
十
一
番
十
号

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
高
齢
者
・
心
身
障
害
者
（
児
）
・
児
童
及
び
関
係
者
に
対
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
調
査
・
研
究
・
情
報
提
供
及
び
支
援
事
業
を
行
い
、
地
域
社
会
・
行
政
と
連
携
し
て

健
全
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
発
展
に
寄
与
す
る
事
を
目
的
と
す
る
。

三
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
七
年
十
一
月
五
日
か
ら
平
成
十
八
年
一
月
四
日
ま
で

'

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

八
一
〇



特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
十
七
年
十
一
月
四
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
山
梨
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
平
賀
正

３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
韮
崎
市
本
町
二
丁
目
十
番
八
号

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
山
梨
県
民
に
対
し
、
自
然
と
共
生
す
る
豊
か
な
住
宅
環
境
づ
く
り
と
地
域
に
合

っ
た
住
宅
の
研
究
開
発
を
行
い
、
も
っ
て
公
益
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
七
年
十
一
月
五
日
か
ら
平
成
十
八
年
一
月
四
日
ま
で

'

一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
。
な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
入
札
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月

十
五
日
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も

の
で
あ
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
事
項

１
　
借
入
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

山
梨
県
立
大
学
飯
田
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
シ
ス
テ
ム
機
器
等
　
一
式

２
　
借
入
物
品
等
の
仕
様
等

入
札
説
明
書
で
定
め
る
内
容
等
で
あ
る
こ
と
。

３
　
借
入
期
間

平
成
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

４
　
納
入
場
所

知
事
が
指
定
す
る
場
所

二
　
一
般
競
争
入
札
の
参
加
資
格

１
　
平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
物
品
等
の
特
定
調
達
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に

必
要
な
資
格
等
（
平
成
十
七
年
山
梨
県
告
示
第
百
九
十
七
号
）
の
一
に
定
め
る
競
争
入
札
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
。

２
　
こ
の
公
告
に
示
す
借
入
物
品
等
を
確
実
に
納
入
で
き
る
と
知
事
が
判
断
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

３
　
こ
の
公
告
に
示
す
借
入
物
品
等
に
係
る
保
守
を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
。

４
　
こ
の
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
山
梨
県
か
ら
「
山
梨
県
物
品
購
入
等
契
約
に
係
る

指
名
停
止
等
措
置
要
領
」
に
基
づ
く
指
名
停
止
を
受
け
て
い
る
日
が
含
ま
れ
て
い
る
者
で
な
い
こ

と
。

三
　
入
札
手
続
等

１
　
契
約
条
項
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

郵
便
番
号
四
〇
〇
―
八
五
〇
一
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
山
梨
県
総
務
部

私
学
文
書
課
県
立
大
学
担
当
　
電
話
〇
五
五
―
二
二
三
―
一
五
七
〇

２
　
入
札
説
明
書
の
交
付
方
法

こ
の
公
告
の
日
か
ら
平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
日
（
火
）
ま
で
の
山
梨
県
の
休
日
を
定
め
る
条

例
（
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
に
定
め
る
県
の
休
日
（
以
下
「
県
の
休
日
」
と
い
う
。）

を
除
く
毎
日
、
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
三
の
１
の
交
付
場

所
に
お
い
て
交
付
す
る
。

３
　
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
の
提
出
方
法

平
成
十
七
年
十
二
月
五
日
（
月
）
か
ら
同
月
二
十
日
（
火
）
ま
で
の
県
の
休
日
を
除
く
毎
日
、

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
に
山
梨
県
総
務
部
私
学
文
書
課
県

立
大
学
担
当
（
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
）
に
持
参
す
る
こ
と
。

４
　
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

平
成
十
八
年
一
月
十
二
日
（
木
）
午
後
二
時
　
山
梨
県
県
民
会
館
四
階
四
〇
四
会
議
室

５
　
郵
送
に
よ
る
入
札
書
の
受
領
期
限
及
び
場
所

平
成
十
八
年
一
月
十
一
日
（
水
）
午
後
五
時
ま
で
に
山
梨
県
総
務
部
私
学
文
書
課
県
立
大
学
担

当
（
郵
便
番
号
四
〇
〇
―
八
五
〇
一
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
）
に
必
着
す
る

こ
と
。
な
お
、
書
留
郵
便
と
す
る
こ
と
。

６
　
入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
五
に
相
当
す

る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切

り
捨
て
た
金
額
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者

で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
月
額
と
し
て
見
積
も
っ
た
金
額
の
百
五
分
の
百
に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

７
　
入
札
の
無
効

こ
の
公
告
に
示
し
た
一
般
競
争
入
札
の
参
加
資
格
の
な
い
者
の
行
っ
た
入
札
、
入
札
条
件
に
違

反
し
た
者
の
行
っ
た
入
札
、
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
行
っ
た
入
札

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

八
一
一



そ
の
他
山
梨
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十
一
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）

第
百
二
十
九
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

８
　
落
札
者
の
決
定
方
法

規
則
第
百
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
予
定
価
格
の
範
囲
内
で
最
低
価
格
を

も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

四
　
そ
の
他

１
　
契
約
の
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

２
　
入
札
保
証
金

免
除

３
　
契
約
保
証
金

契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
入
札
説
明
書
で
定
め
る
契
約
保
証
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
規
則
第
百
九
条
の
二
の
規
定
に
該
当
す
る
者
は
、
こ
れ
を
免
除
す
る
。

４
　
契
約
書
作
成
の
要
否

要

６
　
そ
の
他

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

※
　Sum

m
ary
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'

平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
保
安
林
内
の
立
木
の
伐
採
を
許
可
す
べ
き
皆
伐
面
積
の
限
度

森
林
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
六
号
）
第
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
保
安
林
の
皆
伐
に
よ
る
立
木
の
伐
採
に
つ
き
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律

第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
す
べ
き
皆
伐
面
積
の
限
度
を
定
め
た
の
で
、
次
の

と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

同
　
一
　
の
　
単
　
位
　
と
　
さ
　
れ
　
る
　
保
　
安
　
林

皆
　
伐
　
面
　
積
　
の
　
限
　
度

甲
府
地
区
水
源
か
ん
養
保
安
林

一
、
六
一
九
・
〇
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

甲
府
地
区
土
砂
流
出
防
備
保
安
林

一
八
一
・
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

甲
府
地
区
保
健
保
安
林

三
・
三
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

笛
吹
川
水
源
か
ん
養
保
安
林

一
、
二
二
四
・
〇
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

笛
吹
川
土
砂
流
出
防
備
保
安
林

一
一
二
・
六
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

笛
吹
川
干
害
防
備
保
安
林

〇
・
七
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

鰍
沢
地
区
水
源
か
ん
養
保
安
林

一
、
八
〇
三
・
九
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

鰍
沢
地
区
土
砂
流
出
防
備
保
安
林

一
四
六
・
八
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

鰍
沢
地
区
干
害
防
備
保
安
林

二
・
〇
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

鰍
沢
地
区
保
健
保
安
林

一
一
・
五
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

韮
崎
地
区
水
源
か
ん
養
保
安
林

一
、
一
九
六
・
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

韮
崎
地
区
土
砂
流
出
防
備
保
安
林

五
七
五
・
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

多
摩
川
上
流
水
源
か
ん
養
保
安
林

七
二
〇
・
四
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

多
摩
川
上
流
土
砂
流
出
防
備
保
安
林

一
五
・
八
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

相
模
川
中
流
水
源
か
ん
養
保
安
林

一
、
一
七
三
・
三
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

相
模
川
中
流
土
砂
流
出
防
備
保
安
林

一
四
四
・
二
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

相
模
川
上
流
水
源
か
ん
養
保
安
林

一
二
四
・
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

相
模
川
上
流
土
砂
流
出
防
備
保
安
林

一
七
四
・
〇
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

'

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
開
発
の
行
為
に

関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

甲
斐
市
西
八
幡
字
西
冷
間
二
二
〇
五
の
一
の
区
域

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

長
野
県
長
野
市
大
字
鶴
賀
緑
町
千
四
百
十
五
番
地
　
株
式
会
社
カ
ク
イ
チ
　
代
表
取
締
役
　
田
中

一
明

'

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
開
発
の
行
為
に

関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

八
一
二



平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
巨
摩
郡
田
富
町
西
花
輪
字
村
前
一
三
〇
一
の
四
の
区
域

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
勝
山
千
六
百
七
十
四
番
地
四
　
プ
ラ
イ
ム
ガ
ー
デ
ン
河
口
湖
Ａ
一
〇
五

渡
邉
謙
一
・
渡
邉
好
美

'

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
巨
摩
郡
昭
和
町
清
水
新
居
字
村
中
四
五
三
の
一
、
四
五
三
の
三
及
び
四
五
三
の
四
の
区
域

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類

位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

道
　
　
路

次
の
図
の
と
お
り

水
　
　
路

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
峡
中
地
域
振
興
局
建
設
部
及
び
昭
和

町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

香
川
県
高
松
市
藤
塚
町
一
丁
目
十
一
番
二
十
二
号
　
株
式
会
社
穴
吹
工
務
店
　
代
表
取
締
役
　
穴

吹
英
隆

'

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
巨
摩
郡
昭
和
町
築
地
新
居
字
村
前
五
五
の
四
、
五
五
の
五
、
五
五
の
六
、
五
五
の
七
、
五
五
の

八
、
五
五
の
九
、
五
五
の
一
〇
、
五
五
の
一
一
及
び
五
五
の
一
二
の
区
域

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類

位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

道
　
　
路

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
峡
中
地
域
振
興
局
建
設
部
及
び
昭
和

町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

甲
斐
市
玉
川
七
百
八
十
四
番
地
十
　
有
限
会
社
相
原
商
事
　
代
表
取
締
役
　
相
原
春
江

'

一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
。
な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
入
札
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月

十
五
日
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も

の
で
あ
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
事
項

１
　
購
入
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

文
化
財
用
微
細
構
造
調
査
機
器
　
一
式

２
　
購
入
物
品
等
の
仕
様
等

入
札
説
明
書
で
定
め
る
内
容
等
で
あ
る
こ
と
。

３
　
納
入
期
限

平
成
十
八
年
三
月
十
五
日

４
　
納
入
場
所

知
事
が
指
定
す
る
場
所
（
山
梨
県
笛
吹
市
御
坂
町
成
田
地
内
）

二
　
一
般
競
争
入
札
の
参
加
資
格

１
　
平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
物
品
等
の
特
定
調
達
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に

必
要
な
資
格
等
（
平
成
十
七
年
山
梨
県
告
示
第
百
九
十
七
号
）
の
一
に
定
め
る
競
争
入
札
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
。

２
　
こ
の
公
告
に
示
し
た
物
品
等
を
確
実
に
納
入
で
き
る
と
知
事
が
判
断
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

３
　
納
入
す
る
物
品
等
に
係
る
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
知
事
の
求
め
に
応
じ
て
速
や
か
に
提
供
で
き

る
者
で
あ
る
こ
と
。

４
　
こ
の
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
山
梨
県
か
ら
「
山
梨
県
物
品
購
入
等
契
約
に
係
る

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

八
一
三



指
名
停
止
等
措
置
要
領
」
に
基
づ
く
指
名
停
止
を
受
け
て
い
る
日
が
含
ま
れ
て
い
る
者
で
な
い
こ

と
。

三
　
入
札
手
続
等

１
　
契
約
条
項
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

郵
便
番
号
四
〇
〇
―
八
五
〇
一
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
山
梨
県
出
納
局

管
理
課
調
度
担
当
　
電
話
〇
五
五
―
二
二
三
―
一
三
九
五

２
　
入
札
説
明
書
の
交
付
方
法

こ
の
公
告
の
日
か
ら
平
成
十
七
年
十
二
月
十
六
日
（
金
）
ま
で
の
山
梨
県
の
休
日
を
定
め
る
条

例
（
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
に
定
め
る
県
の
休
日
（
以
下
「
県
の
休
日
」
と
い
う
。）

を
除
く
毎
日
、
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
三
の
１
の
交
付
場

所
に
お
い
て
交
付
す
る
。

３
　
入
札
説
明
会
の
日
時
及
び
場
所

平
成
十
七
年
十
二
月
七
日
（
水
）
午
後
四
時
　
山
梨
県
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
（
山
梨
県
甲
府
市
丸

の
内
一
丁
目
八
番
五
号
）
二
階
会
議
室

４
　
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
の
提
出
方
法

こ
の
公
告
の
日
か
ら
平
成
十
七
年
十
二
月
十
六
日
（
金
）
ま
で
の
県
の
休
日
を
除
く
毎
日
、
午

前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
に
山
梨
県
出
納
局
管
理
課
調
度
担
当

に
持
参
す
る
こ
と
。

５
　
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

平
成
十
八
年
一
月
十
一
日
（
水
）
午
後
二
時
　
山
梨
県
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
（
山
梨
県
甲
府
市
丸

の
内
一
丁
目
八
番
五
号
）
二
階
会
議
室

６
　
郵
送
に
よ
る
入
札
書
の
受
領
期
限
及
び
場
所

平
成
十
八
年
一
月
十
日
（
火
）
午
後
五
時
ま
で
に
山
梨
県
出
納
局
管
理
課
調
度
担
当
（
郵
便
番

号
四
〇
〇
―
八
五
〇
一
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
）
に
必
着
す
る
こ
と
。

７
　
入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
五
に
相
当
す

る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切

り
捨
て
た
金
額
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者

で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
百
五
分
の
百
に
相

当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

８
　
入
札
の
無
効

こ
の
公
告
に
示
し
た
一
般
競
争
入
札
の
参
加
資
格
の
な
い
者
の
行
っ
た
入
札
、
入
札
条
件
に
違

反
し
た
者
の
行
っ
た
入
札
、
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
行
っ
た
入
札

そ
の
他
山
梨
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十
一
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）

第
百
二
十
九
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

９
　
落
札
者
の
決
定
方
法

規
則
第
百
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
予
定
価
格
の
範
囲
内
で
最
低
価
格
を

も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

四
　
そ
の
他

１
　
契
約
の
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

２
　
入
札
保
証
金

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
入
札
説
明
書
で
定
め
る
入
札
保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
規
則
第
百
八
条
の
二
の
規
定
に
該
当
す
る
者
は
、
こ
れ
を
免
除
す
る
。

３
　
契
約
保
証
金

契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
入
札
説
明
書
で
定
め
る
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
規
則
第
百
九
条
の
二
の
規
定
に
該
当
す
る
者
は
、
こ
れ
を
免
除
す
る
。

４
　
契
約
書
作
成
の
要
否

要

５
　
そ
の
他

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。
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公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
五
号

信
号
機
の
設
置
、
車
両
の
通
行
禁
止
、
制
限
そ
の
他
の
交
通
規
制
（
昭
和
四
十
九
年
山
梨
県
公
安
委

員
会
告
示
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
正
し
、
関
係
道
路
標
識
等
が
設
置
又
は
撤
去
さ
れ
た

日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
公
安

委
員
会
規
則
第
七
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。
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平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
吉
　
　
●
　
　
信
　
　
一

別
表
第
一
中

「
一
〇
八

甲
府
市
緑
が
丘
一
丁
目
四
番
一
四
号

塩
部
交
番
前

平
七
・
一
・
三
〇

先
（
県
道
甲
府
敷
島
韮
崎
線
と
市
道

告
示

緑
が
丘
二
号
線
と
市
道
上
木
戸
孤
塚

第
四
号

線
と
の
交
差
点
）

」

を「
一
〇
八

甲
府
市
緑
が
丘
一
丁
目
四
番
一
四
号

社
会
保
険
事
務
平
成
一
七
年
一
二
月
一
日

先
（
県
道
甲
府
韮
崎
線
と
市
道
緑
が

所
入
口

告
示
第
一
〇
五
号

丘
二
号
線
と
市
道
上
木
戸
孤
塚
線
と

の
交
差
点
）

」

に
、

「
二
〇
六

甲
府
市
千
塚
一
丁
目
九
番
一
四
号
先

山
交
湯
村
営
業
六
二
・
一
二
・
二
八

（
県
道
甲
府
敷
島
韮
崎
線
と
市
道
と

所
前

告
示

の
Ｔ
字
路
交
差
点
）

第
四
四
号

」

を「
二
〇
六

甲
府
市
千
塚
一
丁
目
九
番
一
四
号
先

千
塚
八
幡
神
社
平
成
一
七
年
一
二
月
一
日

（
県
道
甲
府
韮
崎
線
と
市
道
と
の
丁

東

告
示
第
一
〇
五
号

字
路
交
差
点
）

」

に
、

「
三
六
一

甲
府
市
朝
気
三
丁
目
一
一
番
五
号
先

朝
気
三
丁
目

平
成
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日

（
都
市
計
画
道
路
市
道
善
光
寺
敷
島

告
示
第
九
六
号

線
と
市
道
と
の
十
字
路
交
差
点
）

」

を「
三
六
一

甲
府
市
朝
気
三
丁
目
一
一
番
五
号
先

朝
気
三
丁
目

平
成
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日

（
都
市
計
画
道
路
市
道
善
光
寺
敷
島

告
示
第
九
六
号

線
と
市
道
と
の
十
字
路
交
差
点
）

三
六
二

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
西
新
居
一
番
地
の

西
新
居

平
成
一
七
年
一
二
月
一
日

八
二
先
（
町
道
井
之
口
中
楯
線
と
町

告
示
第
一
〇
五
号

道
三
〇
二
三
号
線
と
町
道
三
〇
二
五

号
線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

三
六
三

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
中
楯
一
、
三
一
二

宮
之
前

平
成
一
七
年
一
二
月
一
日

番
地
先
（
県
道
甲
府
玉
穂
中
道
線
と

告
示
第
一
〇
五
号

町
道
三
〇
四
四
号
線
と
の
十
字
路
交

差
点
）

」

に
、

「
一
六
七

南
ア
ル
プ
ス
市
落
合
八
八
五
番
地
先

落
合
駐
在
所
西
平
成
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日

（
市
道
櫛
形
甲
西
増
穂
線
と
市
道
落

告
示
第
九
六
号

合
本
線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

」

を「
一
六
七

南
ア
ル
プ
ス
市
落
合
八
八
五
番
地
先

落
合
駐
在
所
西
平
成
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日

（
市
道
櫛
形
甲
西
増
穂
線
と
市
道
落

告
示
第
九
六
号

合
本
線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

一
六
八

南
ア
ル
プ
ス
市
西
野
一
、
七
四
八
番

白
根
東
小
通
学
平
成
一
七
年
一
二
月
一
日

地
先
（
県
道
今
諏
訪
北
村
線
と
市
道

路

告
示
第
一
〇
五
号

と
の
丁
字
路
交
差
点
）

一
六
九

南
ア
ル
プ
ス
市
和
泉
五
九
番
地
の
一

和
泉
橋
西

平
成
一
七
年
一
二
月
一
日

先
（
市
道
荊
沢
東
南
湖
線
と
市
道
沖

告
示
第
一
〇
五
号

田
滝
西
線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

一
七
〇

南
ア
ル
プ
ス
市
野
牛
島
一
、
〇
九
八

野
牛
島
北

平
成
一
七
年
一
二
月
一
日

番
地
先
（
国
道
五
二
号
甲
西
道
路
と

告
示
第
一
〇
五
号

県
道
南
ア
ル
プ
ス
甲
斐
線
と
の
丁
字

路
交
差
点
）

」

に
、

「
九
三

甲
斐
市
志
田
六
六
四
番
地
先
（
国
道

志
田

平
成
一
七
年
六
月
三
〇
日

二
〇
号
と
市
道
と
の
十
字
路
交
差
点

告
示
第
五
九
号
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）

」

を「
九
三

甲
斐
市
志
田
六
六
四
番
地
先
（
国
道

志
田

平
成
一
七
年
六
月
三
〇
日

二
〇
号
と
市
道
と
の
十
字
路
交
差
点

告
示
第
五
九
号

）

九
四

韮
崎
市
穴
山
町
二
三
六
番
地
の
一
先

韮
崎
団
地
入
口
平
成
一
七
年
一
二
月
一
日

（
広
域
農
道
塩
川
土
地
改
良
区
幹
線

告
示
第
一
〇
五
号

道
路
と
市
道
藤
井
五
号
線
と
の
十
字

路
交
差
点
）

」

に
、

「
六
九

北
巨
摩
郡
長
坂
町
大
八
田
三
、
九
五

甲
陽
病
院
前

平
成
一
六
年
一
〇
月
二
五
日

四
番
地
先
（
県
道
長
坂
高
根
線
単
路

告
示
第
八
三
号

）

」

を「
六
九

北
杜
市
長
坂
町
大
八
田
三
、
九
五
四

甲
陽
病
院
前

平
成
一
七
年
一
二
月
一
日

番
地
先
（
県
道
長
坂
高
根
線
単
路
）

告
示
第
一
〇
五
号

七
〇

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
上
笹
尾
二
、
五

Ｊ
Ａ
梨
北
小
淵
平
成
一
七
年
一
二
月
一
日

五
六
番
地
の
一
先
（
県
道
茅
野
小
淵

沢
支
所
前

告
示
第
一
〇
五
号

沢
韮
崎
線
と
県
道
長
沢
小
淵
沢
線
と

の
丁
字
路
交
差
点
）

七
一

北
杜
市
白
州
町
鳥
原
二
、
九
一
三
番

白
州
体
育
館
前
平
成
一
七
年
一
二
月
一
日

地
先
（
国
道
二
〇
号
単
路
）

告
示
第
一
〇
五
号

」

に
、

「
一
六
〇

笛
吹
市
八
代
町
南
二
一
四
番
地
三
先

Ｊ
Ａ
八
代
南
部
平
成
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日

（
広
域
農
道
金
川
曽
根
線
と
市
道
八

共
選
場
北

告
示
第
九
六
号

代
一
五
八
号
線
と
の
十
字
路
交
差
点

）

」

を

「
一
六
〇

笛
吹
市
八
代
町
南
二
一
四
番
地
三
先

Ｊ
Ａ
八
代
南
部
平
成
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日

（
広
域
農
道
金
川
曽
根
線
と
市
道
八

共
選
場
北

告
示
第
九
六
号

代
一
五
八
号
線
と
の
十
字
路
交
差
点

）

一
六
一

笛
吹
市
一
宮
町
竹
原
田
一
、
六
四
〇

山
梨
園
芸
高
校
平
成
一
七
年
一
二
月
一
日

番
地
先
（
国
道
一
三
七
号
と
市
道
と

東

告
示
第
一
〇
五
号

の
十
字
路
交
差
点
）

」

に
、

「
七
四

塩
山
市
下
塩
後
二
一
一
番
地
先
（
県

合
同
庁
舎
南

平
成
一
六
年
一
〇
月
二
五
日

道
万
力
小
屋
敷
線
と
市
道
上
井
尻
三

告
示
第
八
三
号

〇
号
線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

」

を「
七
四

甲
州
市
塩
山
下
塩
後
二
一
一
番
地
先

合
同
庁
舎
南

平
成
一
七
年
一
二
月
一
日

（
県
道
万
力
小
屋
敷
線
と
市
道
上
井

告
示
第
一
〇
五
号

尻
三
〇
号
線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

七
五

甲
州
市
塩
山
西
広
門
田
四
三
三
番
地

塩
山
市
民
病
院
平
成
一
七
年
一
二
月
一
日

一
先
（
市
道
下
於
曽
四
一
号
線
単
路

前

告
示
第
一
〇
五
号

）

」

に
、

「
五
二

都
留
市
法
能
一
七
三
番
地
先
（
市
道

法
能
自
治
会
館
平
成
一
六
年
一
〇
月
二
五
日

法
能
宮
原
線
と
市
道
法
能
引
ノ
田
線

入
口

告
示
第
八
三
号

と
市
道
宮
原
線
支
線
一
二
号
線
と
の

十
字
路
交
差
点
）

」

を「
五
二

都
留
市
法
能
一
七
三
番
地
先
（
市
道

法
能
自
治
会
館
平
成
一
六
年
一
〇
月
二
五
日

法
能
宮
原
線
と
市
道
法
能
引
ノ
田
線

入
口

告
示
第
八
三
号

と
市
道
宮
原
線
支
線
一
二
号
線
と
の

十
字
路
交
差
点
）
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五
三

都
留
市
四
日
市
場
一
九
七
番
地
の
三

瀬
中
入
口

平
成
一
七
年
一
二
月
一
日

先
（
県
道
戸
沢
谷
村
線
新
道
と
県
道

告
示
第
一
〇
五
号

戸
沢
谷
村
線
旧
道
と
の
丁
字
路
交
差

点
）

五
四

南
都
留
郡
道
志
村
九
、
七
四
五
番
地

道
の
駅
ど
う
し
平
成
一
七
年
一
二
月
一
日

先
（
国
道
四
一
三
号
と
村
道
と
の
丁

告
示
第
一
〇
五
号

字
路
交
差
点
）

五
五

都
留
市
桂
町
九
二
一
番
地
の
一
先
（

寶
鏡
寺
入
口

平
成
一
七
年
一
二
月
一
日

国
道
一
三
九
号
と
市
道
と
の
十
字
路

告
示
第
一
〇
五
号

交
差
点
）

」

に
、

「
一
五
五

南
都
留
郡
忍
野
村
忍
草
二
〇
四
番
地

膳
棚
下

平
成
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日

先
（
村
道
山
中
湖
道
線
と
村
道
梨
ヶ

告
示
第
九
六
号

原
中
道
線
と
村
道
神
鶴
線
と
の
十
字

路
交
差
点
）

」

を「
一
五
五

南
都
留
郡
忍
野
村
忍
草
二
〇
四
番
地

膳
棚
下

平
成
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日

先
（
村
道
山
中
湖
道
線
と
村
道
梨
ヶ

告
示
第
九
六
号

原
中
道
線
と
村
道
神
鶴
線
と
の
十
字

路
交
差
点
）

一
五
六

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津
一
、

河
口
湖
変
電
所
平
成
一
七
年
一
二
月
一
日

五
二
〇
番
地
先
（
県
道
富
士
河
口
湖

前

告
示
第
一
〇
五
号

富
士
線
と
町
道
富
士
登
山
道
線
と
の

十
字
路
交
差
点
）

一
五
七

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津
三
、

船
津
小
学
校
入
平
成
一
七
年
一
二
月
一
日

六
三
二
番
地
先
（
町
道
同
士
の
十
字

口

告
示
第
一
〇
五
号

路
交
差
点
）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
三
中

「
六
八
三

市
道
山

山
梨
市
上
神
内
川
一
、

車
両
（

終
日

日
下
平
成
一
六
年
一
二
月

梨
市
駅

五
六
一
番
地
先
（
山
梨

バ
ス
を

部

二
〇
日

前
広
場

市
駅
バ
ス
乗
降
場
北
側

除
く
。

告
示
第
一
〇
三
号

線

）
（
二
七
メ
ー
ト
ル
）

）

」

を「
六
八
三

市
道
山

山
梨
市
上
神
内
川
一
、

車
両
（

終
日

日
下
平
成
一
六
年
一
二
月

梨
市
駅

五
六
一
番
地
先
（
山
梨

バ
ス
を

部

二
〇
日

前
広
場

市
駅
バ
ス
乗
降
場
北
側

除
く
。

告
示
第
一
〇
三
号

線

）
（
二
七
メ
ー
ト
ル
）

）

六
八
四

市
道
緑

甲
府
市
緑
が
丘
二
丁
目

車
両
（

終
日

甲
府
平
成
一
七
年
一
二
月

が
丘
五

三
番
二
六
号
先
か
ら
甲

二
輪
・

一
日

号
線

府
市
緑
が
丘
二
丁
目
五

軽
車
両

告
示
第
一
〇
五
号

番
一
七
号
先
ま
で
（
三

・
沿
道

〇
六
メ
ー
ト
ル
）

家
屋
関

係
車
両

を
除
く

。）

六
八
五

そ
の
他

甲
府
市
緑
が
丘
二
丁
目

車
両
（

終
日

甲
府
平
成
一
七
年
一
二
月

の
道
路

五
番
二
〇
号
先
か
ら
甲

二
輪
・

一
日

府
市
緑
が
丘
二
丁
目
五

軽
車
両

告
示
第
一
〇
五
号

番
九
号
先
（
竜
雲
橋
交

・
沿
道

差
点
）
ま
で
（
一
三
〇

家
屋
関

メ
ー
ト
ル
）

係
車
両

を
除
く

。）

六
八
六

市
道
渋

北
杜
市
長
坂
町
渋
沢
八

大
型
自

七
時
か

長
坂
平
成
一
七
年
一
二
月

沢
三
号

四
九
番
地
先
（
渋
沢
北

動
車
、

ら
一
九

一
日

線

交
差
点
）
か
ら
北
杜
市

大
型
特

時
ま
で

告
示
第
一
〇
五
号

長
坂
町
塚
川
二
、
八
一

殊
自
動

九
番
地
先
（
オ
オ
ム
ラ

車

サ
キ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

）
ま
で
（
二
、
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
四
中

「

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

八
一
七



四
二
七

町
　
道

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
三

車
　
両

車
両
進
行

南
甲
平
一
二
・
四
・

、
九
七
七
番
地
先
（
つ
り

（
軽
車

東
か
ら
西

府

六

具
の
加
賀
美
前
）
か
ら

両
を
除

終
　
　
日

告
示

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
三

く
。）

第
一
七
号

、
九
七
九
番
地
先
（
久
保

田
自
動
車
前
）
ま
で
（
九

〇
メ
ー
ト
ル
）

」

を「
四
二
七

削
除

南
甲
平
成
一
七
年
一

府

二
月
一
日

告
示
第
一
〇
五

号

」

に
、

「
五
〇
〇

国
道
五

南
ア
ル
プ
ス
市
在
家
塚
一

車
両

車
両
進
行

南
ア
平
成
一
七
年
一

二
号
（

、
五
七
二
番
地
先
（
在
家

南
か
ら
北

ル
プ
〇
月
二
〇
日

甲
西
道

塚
北
交
差
点
北
方
中
央
分

へ
終
日

ス

告
示
第
九
六
号

路
）

離
帯
南
端
）
か
ら
南
ア
ル

プ
ス
市
野
牛
島
一
、
四
一

三
番
地
先
（
双
田
橋
南
交

差
点
）
ま
で
の
下
り
線
（

四
、
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
）

」

を「
五
〇
〇

国
道
五

南
ア
ル
プ
ス
市
在
家
塚
一

車
両

車
両
進
行

南
ア
平
成
一
七
年
一

二
号
（

、
五
七
二
番
地
先
（
在
家

南
か
ら
北

ル
プ
〇
月
二
〇
日

甲
西
道

塚
北
交
差
点
北
方
中
央
分

へ
終
日

ス

告
示
第
九
六
号

路
）

離
帯
南
端
）
か
ら
南
ア
ル

プ
ス
市
野
牛
島
一
、
四
一

三
番
地
先
（
双
田
橋
南
交

差
点
）
ま
で
の
下
り
線
（

四
、
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
）

五
〇
一

町
道

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
上
笹

車
両

車
両
進
行

長
坂
平
成
一
七
年
一

尾
二
、
五
三
八
番
地
五
四

南
か
ら
北

二
月
一
日

先
か
ら
北
巨
摩
郡
小
淵
沢

へ
終
日

告
示
第
一
〇
五

町
上
笹
尾
二
、
五
三
八
番

号

地
六
三
先
（
自
動
車
修
理

作
業
場
南
側
）
ま
で
（
八

二
メ
ー
ト
ル
）

五
〇
二

市
道

笛
吹
市
石
和
町
川
中
島
一

車
両

車
両
進
行

笛
吹
平
成
一
七
年
一

、
六
〇
七
番
地
先
（
東
文

西
か
ら
東

二
月
一
日

化
橋
北
詰
）
か
ら
笛
吹
市

へ
終
日

告
示
第
一
〇
五

石
和
町
川
中
島
一
、
六
〇

号

七
番
地
の
一
四
先
（
常
磐

ホ
テ
ル
東
側
）
ま
で
（
一

、
〇
三
五
メ
ー
ト
ル
）

五
〇
三

市
道

笛
吹
市
石
和
町
川
中
島
一

車
両

車
両
進
行

笛
吹
平
成
一
七
年
一

、
六
〇
七
番
地
の
一
六
九

東
か
ら
西

二
月
一
日

先
（
泉
山
荘
東
側
）
か
ら

へ
終
日

告
示
第
一
〇
五

笛
吹
市
石
和
町
川
中
島
一

号

、
六
〇
七
番
地
の
二
三
先

（
東
文
化
橋
南
詰
）
ま
で

（
九
二
五
メ
ー
ト
ル
）

五
〇
四

国
道
一

笛
吹
市
春
日
居
町
鎮
目
三

車
両

車
両
進
行

日
下
平
成
一
七
年
一

四
〇
号

、
七
七
二
番
一
地
先
（
左

北
か
ら
南

部

二
月
一
日

（
西
関

折
導
流
部
起
点
）
か
ら
笛

へ
終
日

告
示
第
一
〇
五

東
連
絡

吹
市
春
日
居
町
鎮
目
三
、

号

道
路
・

六
九
二
番
地
先
（
左
折
導

鎮
目
オ

流
部
終
点
）
ま
で
（
三
三

ン
ラ
ン

メ
ー
ト
ル
）

プ
左
折

導
流
部

）

五
〇
五

国
道
一

笛
吹
市
春
日
居
町
鎮
目
三

車
両

車
両
進
行

日
下
平
成
一
七
年
一

四
〇
号

、
七
七
一
番
二
八
地
先
（

西
か
ら
東

部

二
月
一
日

（
西
関

上
り
鎮
目
オ
ン
ラ
ン
プ
起

へ
終
日

告
示
第
一
〇
五

東
連
絡

点
部
）
か
ら
笛
吹
市
春
日

号

道
路
・

居
町
鎮
目
一
、
二
四
七
番

上
り
鎮

一
地
先
（
上
り
鎮
目
オ
ン

目
オ
ン

ラ
ン
プ
終
点
部
）
ま
で
（

ラ
ン
プ

二
〇
七
メ
ー
ト
ル
）

）

五
〇
六

国
道
一

笛
吹
市
春
日
居
町
鎮
目
一

車
両

車
両
進
行

日
下
平
成
一
七
年
一

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

八
一
八



四
〇
号

、
二
四
一
番
地
先
（
下
り

東
か
ら
西

部

二
月
一
日

（
西
関

鎮
目
オ
フ
ラ
ン
プ
起
点
部

へ
終
日

告
示
第
一
〇
五

東
連
絡

）
か
ら
笛
吹
市
春
日
居
町

号

道
路
・

鎮
目
一
、
三
二
一
番
一
地

下
り
鎮

先
（
下
り
鎮
目
オ
フ
ラ
ン

目
オ
フ

プ
終
点
部
）
ま
で
（
三
一

ラ
ン
プ

六
メ
ー
ト
ル
）

）

五
〇
七

国
道
一

笛
吹
市
春
日
居
町
徳
條
九

車
両

車
両
進
行

日
下
平
成
一
七
年
一

四
〇
号

三
番
地
先
（
上
り
下
岩
下

西
か
ら
東

部

二
月
一
日

（
西
関

オ
フ
ラ
ン
プ
起
点
部
）
か

へ
終
日

告
示
第
一
〇
五

東
連
絡

ら
笛
吹
市
春
日
居
町
下
岩

号

道
路
・

下
二
九
九
番
地
先
（
上
り

上
り
下

下
岩
下
オ
フ
ラ
ン
プ
終
点

岩
下
オ

部
）
ま
で
（
二
三
一
メ
ー

フ
ラ
ン

ト
ル
）

プ
）

五
〇
八

国
道
一

笛
吹
市
春
日
居
町
下
岩
下

車
両

車
両
進
行

日
下
平
成
一
七
年
一

四
〇
号

二
九
六
番
地
先
（
下
り
下

東
か
ら
西

部

二
月
一
日

（
西
関

岩
下
オ
ン
ラ
ン
プ
起
点
部

へ
終
日

告
示
第
一
〇
五

東
連
絡

）
か
ら
笛
吹
市
春
日
居
町

号

道
路
・

徳
條
一
〇
一
番
地
先
（
下

下
り
下

り
下
岩
下
オ
ン
ラ
ン
プ
終

岩
下
オ

点
部
）
ま
で
（
二
五
二
メ

ン
ラ
ン

ー
ト
ル
）

プ
）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
六
中

「
四
八
七

市
道

南
ア
ル
プ
ス
市
在
家
塚

北
進
す

終
日

南
ア
ル
平
成
一
七
年
一
〇

二
、
四
〇
四
番
地
先
（

る
車
両

プ
ス

月
二
〇
日

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
立
体

告
示
第
九
六
号

交
差
点
西
側
）

」

を「
四
八
七

市
道

南
ア
ル
プ
ス
市
在
家
塚

北
進
す

終
日

南
ア
ル
平
成
一
七
年
一
〇

二
、
四
〇
四
番
地
先
（

る
車
両

プ
ス

月
二
〇
日

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
立
体

告
示
第
九
六
号

交
差
点
西
側
）

四
八
八

町
道
九

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条

東
進
す

終
日

南
甲
府
平
成
一
七
年
一
二

一
号
線

三
、
九
七
七
番
地
先
（

る
車
両

月
一
日

つ
り
具
の
加
賀
美
前
）

告
示
第
一
〇
五
号

四
八
九

国
道
五

南
ア
ル
プ
ス
市
野
牛
島

西
進
す

終
日

南
ア
ル
平
成
一
七
年
一
二

二
号
（

一
、
一
二
七
番
地
先
（

る
車
両

プ
ス

月
一
日

甲
西
道

野
牛
島
北
交
差
点
）

告
示
第
一
〇
五
号

路
）

四
九
〇

国
道
一

笛
吹
市
春
日
居
町
鎮
目

東
進
す

終
日

日
下
部
平
成
一
七
年
一
二

四
〇
号

一
、
二
四
七
番
一
地
先

る
車
両

月
一
日

（
西
関

（
上
り
鎮
目
オ
ン
ラ
ン

告
示
第
一
〇
五
号

東
連
絡

プ
終
点
部
）

道
路
・

上
り
鎮

目
オ
ン

ラ
ン
プ

）

四
九
一

国
道
一

笛
吹
市
春
日
居
町
徳
條

西
進
す

終
日

日
下
部
平
成
一
七
年
一
二

四
〇
号

一
〇
一
番
地
先
（
下
り

る
車
両

月
一
日

（
西
関

下
岩
下
オ
ン
ラ
ン
プ
終

告
示
第
一
〇
五
号

東
連
絡

点
部
）

道
路
・

下
り
下

岩
下
オ

ン
ラ
ン

プ
）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
七
中

「
九
〇

市
道
山

山
梨
市
上
神
内
川
一
、
五

南
進
す

終
日

日
下
平
成
一
六
年
一
二
月

梨
市
駅

六
一
番
地
先
（
山
梨
市
駅

る
車
両

部

二
〇
日

前
広
場

前
交
差
点
南
側
）

（
バ
ス

告
示
第
一
〇
三
号

線

を
除
く

。）

」

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
三
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

八
一
九



を「

九
〇

市
道
山

山
梨
市
上
神
内
川
一
、
五

南
進
す

終
日

日
下
平
成
一
六
年
一
二
月

梨
市
駅

六
一
番
地
先
（
山
梨
市
駅

る
車
両

部

二
〇
日

前
広
場

前
交
差
点
南
側
）

（
バ
ス

告
示
第
一
〇
三
号

線

を
除
く

。）

九
一

町
道
九

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
三

東
進
す

終
日

南
甲
平
成
一
七
年
一
二
月

一
号
線

、
九
七
七
番
地
先
（
つ
り

る
車
両

府

一
日

具
の
加
賀
美
前
）

告
示
第
一
〇
五
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
中

「
三
、
八
三
七

町
　
道

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
西
新
居
一
番
地
の

二

南
甲
平
五
・
四
・
一
五

八
二
先

府

告
示

第
一
六
号

」

を「
三
、
八
三
七

町
道

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
西
新
居
一
番
地
の

一

南
甲
平
成
一
七
年
一
二

八
二
先
（
西
新
居
交
差
点
）

府

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

」

に
、

「
四
、
四
九
二

県
　
道

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
上
笹
尾
二
、
五

三

長
坂
平
一
一
・
二
・
一

茅
野
小

五
五
番
地
の
一
先

五

淵
沢
韮

告
示

崎
線

第
一
〇
号

」

を「
四
、
四
九
二

県
道
茅

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
上
笹
尾
二
、
五

二

長
坂
平
成
一
七
年
一
二

野
小
淵

五
六
番
地
一
先
（
Ｊ
Ａ
梨
北
小
淵
沢

月
一
日

沢
韮
崎

支
所
前
交
差
点
）

告
示
第
一
〇
五
号

線

」

に
、

「
五
、
〇
〇
九

県
道
戸

都
留
市
四
日
市
場
一
九
七
番
地
の
三

一

都
留
平
成
一
六
年
二
月

沢
谷
村

先

二
三
日

線

告
示
第
一
二
号

五
、
〇
一
〇

県
道
戸

都
留
市
四
日
市
場
二
〇
四
番
地
先

一

都
留
平
成
一
六
年
二
月

沢
谷
村

二
三
日

線

告
示
第
一
二
号

」

を「
五
、
〇
〇
九

県
道
戸

都
留
市
四
日
市
場
一
九
七
番
地
三
先

二

都
留
平
成
一
七
年
一
二

沢
谷
村

（
瀬
中
入
口
交
差
点
）

月
一
日

線

告
示
第
一
〇
五
号

五
、
〇
一
〇

削
除

都
留
平
成
一
七
年
一
二

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

」

に
、

「
五
、
一
五
六

国
道
五

南
ア
ル
プ
ス
市
野
牛
島
一
、
〇
九
八

三

南
ア
平
成
一
七
年
一
〇

二
号
（

番
地
先
（
県
道
南
ア
ル
プ
ス
甲
斐
線

ル
プ
月
二
〇
日

甲
西
道

と
の
丁
字
路
交
差
点
）

ス

告
示
第
九
六
号

路
）

」

を「
五
、
一
五
六

国
道
五

南
ア
ル
プ
ス
市
野
牛
島
一
、
〇
九
八

三

南
ア
平
成
一
七
年
一
〇

二
号
（

番
地
先
（
県
道
南
ア
ル
プ
ス
甲
斐
線

ル
プ
月
二
〇
日

甲
西
道

と
の
丁
字
路
交
差
点
）

ス

告
示
第
九
六
号

路
）

五
、
一
五
七

市
道
荊

南
ア
ル
プ
ス
市
和
泉
五
九
番
地
一
先

二

南
ア
平
成
一
七
年
一
二

沢
東
南

（
和
泉
橋
西
交
差
点
）

ル
プ
月
一
日

湖
線

ス

告
示
第
一
〇
五
号

五
、
一
五
八

市
道
（

笛
吹
市
石
和
町
松
本
一
七
一
番
地
一

一

笛
吹
平
成
一
七
年
一
二

石
和
温

先

月
一
日

泉
駅
前

告
示
第
一
〇
五
号

区
画
道
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梨
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路
二
号

線
）

五
、
一
五
九

市
道
（

笛
吹
市
石
和
町
松
本
一
、
〇
六
七
番

一

笛
吹
平
成
一
七
年
一
二

石
和
温

地
二
先

月
一
日

泉
駅
前

告
示
第
一
〇
五
号

区
画
道

路
四
号

線
）

五
、
一
六
〇

県
道
塩

甲
州
市
勝
沼
町
菱
山
一
、
二
三
四
番

二

塩
山
平
成
一
七
年
一
二

山
勝
沼

地
先
（
黒
橋
東
交
差
点
）

月
一
日

線

告
示
第
一
〇
五
号

五
、
一
六
一

県
道
戸

都
留
市
四
日
市
場
二
〇
四
番
地
先
（

一

都
留
平
成
一
七
年
一
二

沢
谷
村

石
運
橋
西
詰
交
差
点
）

月
一
日

線

告
示
第
一
〇
五
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
四
中

「
一
、
六

国
道
一

甲
府
市
桜
井
町
一
、

一
、
九
七
〇

自
動
車

六
〇

甲
府
平
成
一
六

一
〇

四
〇
号

〇
六
二
番
の
一
三
二

・
五

た
だ

石
和
年
六
月
二

（
西
関

地
先
（
大
蔵
経
寺
山

し
、

日
下
一
日

東
連
絡

ト
ン
ネ
ル
甲
府
市
側

異
常

部

告
示
第
四

道
路
・

出
入
口
上
下
線
の
分

気
象

一
号

自
動
車

岐
点
）
か
ら
東
山
梨

時
は

専
用
道

郡
春
日
居
町
鎮
目
二

四
〇

路
区
間

、
八
〇
一
番
の
一
地

と
す

）

先
（
鎮
目
ラ
ン
プ
と

る
。

の
分
岐
点
）
ま
で
の

両
側

」

を「
一
、
六

国
道
一

甲
府
市
桜
井
町
一
、

三
、
二
二
〇

自
動
車

六
〇

甲
府
平
成
一
七

一
〇

四
〇
号

〇
六
二
番
一
三
二
地

・
五

た
だ

笛
吹
年
一
二
月

（
西
関

先
（
大
蔵
経
寺
山
ト

し
、

日
下
一
日

東
連
絡

ン
ネ
ル
甲
府
市
側
出

異
常

部

告
示
第
一

道
路
・

入
口
上
下
線
の
分
岐

気
象

〇
五
号

本
線
）

点
）
か
ら
笛
吹
市
春

時
等

日
居
町
下
岩
下
三
〇

（
異

三
番
一
地
先
（
下
岩

常
気

下
ラ
ン
プ
と
の
分
岐

象
時

点
）
ま
で
の
両
側

に
お

け
る

集
中

制
御

式
可

変
標

識
に

よ
る

交
通

規
制

実
施

基
準

に
該

当
す

る
場

合
）

は
、

四
〇

」

に
、

「
一
、
六

県
道
一

笛
吹
市
石
和
町
川
中

二
三
〇

車
両
（

五
〇

笛
吹
平
成
一
七

三
三

宮
山
梨

島
一
一
〇
番
地
の
四

原
付
・

年
一
〇
月

線

先
（
石
和
温
泉
郷
東

け
ん
引

二
〇
日

入
口
交
差
点
）
か
ら

①
②
③

告
示
第
九

笛
吹
市
石
和
町
川
中

を
除
く

六
号

島
一
、
六
〇
七
番
地

。）

の
一
六
五
先
ま
で
の

両
側

」

を「
一
、
六

県
道
一

笛
吹
市
石
和
町
川
中

二
三
〇

車
両
（

五
〇

笛
吹
平
成
一
七

三
三

宮
山
梨

島
一
一
〇
番
地
の
四

原
付
・

年
一
〇
月

線

先
（
石
和
温
泉
郷
東

け
ん
引

二
〇
日

入
口
交
差
点
）
か
ら

①
②
③

告
示
第
九

笛
吹
市
石
和
町
川
中

を
除
く

六
号

島
一
、
六
〇
七
番
地

。）
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梨
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の
一
六
五
先
ま
で
の

両
側

一
、
六

国
道
一

笛
吹
市
春
日
居
町
鎮

二
〇
七

自
動
車

四
〇

日
下
平
成
一
七

三
四

四
〇
号

目
三
、
七
七
一
番
二

部

年
一
二
月

（
西
関

八
地
先
（
上
り
鎮
目

一
日

東
連
絡

オ
ン
ラ
ン
プ
起
点
部

告
示
第
一

道
路
・

）
か
ら
笛
吹
市
春
日

〇
五
号

オ
ン
ラ

居
町
鎮
目
一
、
二
四

ン
プ
）

七
番
一
地
先
（
上
り

鎮
目
オ
ン
ラ
ン
プ
終

点
部
）
ま
で

一
、
六

国
道
一

笛
吹
市
春
日
居
町
鎮

三
一
六

自
動
車

四
〇

日
下
平
成
一
七

三
五

四
〇
号

目
一
、
二
四
一
番
地

部

年
一
二
月

（
西
関

先
（
下
り
鎮
目
オ
フ

一
日

東
連
絡

ラ
ン
プ
起
点
部
）
か

告
示
第
一

道
路
・

ら
笛
吹
市
春
日
居
町

〇
五
号

オ
フ
ラ

鎮
目
一
、
三
二
一
番

ン
プ
）

一
地
先
（
下
り
鎮
目

オ
フ
ラ
ン
プ
終
点
部

）
ま
で

一
、
六

国
道
一

笛
吹
市
春
日
居
町
徳

二
三
一

自
動
車

四
〇

日
下
平
成
一
七

三
六

四
〇
号

條
九
三
番
地
先
（
上

部

年
一
二
月

（
西
関

り
下
岩
下
オ
フ
ラ
ン

一
日

東
連
絡

プ
起
点
部
）
か
ら
笛

告
示
第
一

道
路
・

吹
市
春
日
居
町
下
岩

〇
五
号

オ
フ
ラ

下
二
九
九
番
地
先
（

ン
プ
）

上
り
下
岩
下
オ
フ
ラ

ン
プ
終
点
部
）
ま
で

一
、
六

国
道
一

笛
吹
市
春
日
居
町
下

二
五
二

自
動
車

四
〇

日
下
平
成
一
七

三
七

四
〇
号

岩
下
二
九
六
番
地
先

部

年
一
二
月

（
西
関

（
下
り
下
岩
下
オ
ン

一
日

東
連
絡

ラ
ン
プ
起
点
部
）
か

告
示
第
一

道
路
・

ら
笛
吹
市
春
日
居
町

〇
五
号

オ
ン
ラ

徳
條
一
〇
一
番
地
先

ン
プ
）

（
上
り
下
岩
下
オ
ン

ラ
ン
プ
終
点
部
）
ま

で

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
五
中

「
四
四
五

国
道
一

甲
府
市
桜
井
町
一
、
〇

一
、
九
七
〇

車
両

終
日

甲
府
平
成
一
六

四
〇
号

六
二
番
の
一
三
二
地
先

・
五

笛
吹
年
一
〇
月

（
西
関

（
大
蔵
経
寺
山
ト
ン
ネ

日
下
二
五
日

東
連
絡

ル
甲
府
市
側
出
入
口
上

部

告
示
第
八

道
路
）

下
線
の
分
岐
点
）
か
ら

三
号

笛
吹
市
春
日
居
町
鎮
目

二
、
八
〇
一
番
の
一
地

先
（
鎮
目
ラ
ン
プ
と
の

分
岐
点
）
ま
で
の
両
側

」

を「
四
四
五

国
道
一

甲
府
市
桜
井
町
一
、
〇

三
、
二
二
〇

車
両

終
日

甲
府
平
成
一
七

四
〇
号

六
二
番
一
三
二
地
先
（

・
五

笛
吹
年
一
二
月

（
西
関

大
蔵
経
寺
山
ト
ン
ネ
ル

日
下
一
日

東
連
絡

甲
府
市
側
出
入
口
上
下

部

告
示
第
一

道
路
・

線
の
分
岐
点
）
か
ら
笛

〇
五
号

本
線
）

吹
市
春
日
居
町
下
岩
下

三
〇
三
番
一
地
先
（
下

岩
下
ラ
ン
プ
と
の
分
岐

点
）
ま
で
の
両
側

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
六
中

「
二
、
八
四
二

町
　
道

東
八
代
郡
石
和
町
川
中
島
一
、
六
〇

石
　
和
五
三
・
二
・
六

六
六
号

七
番
地
の
一
六
五
先

五
号

線

」

を「
二
、
八
四
二

削
除

笛
吹

平
成
一
七
年
一
二

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

」

に
、
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梨
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「
四
、
一
九
七

県
　
道

南
都
留
郡
河
口
湖
町
船
津
三
、
四
三

富
士
吉
五
五
・
八
・
一
一

河
口
湖

四
番
地
の
一
先
河
口
湖
カ
ン
ト
リ
ー

田

三
五
号

富
士
線

西

四
、
一
九
八

町
　
道

南
都
留
郡
河
口
湖
町
船
津
一
、
五
二

富
士
吉
五
五
・
八
・
一
一

富
士
登

一
番
地
先
変
電
所
東

田

三
五
号

山
道

」

を「
四
、
一
九
七

削
除

富
士
吉
平
成
一
七
年
一
二

田

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

四
、
一
九
八

削
除

富
士
吉
平
成
一
七
年
一
二

田

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

」

に
、

「
四
、
七
二
一

県
　
道

南
都
留
郡
河
口
湖
町
船
津
一
、
五
一

富
士
吉
五
六
・
六
・
一
〇

四
番
地
先
（
県
道
と
町
道
の
交
わ
る

田

三
五
号

交
差
点
）

四
、
七
二
二

町
　
道

南
都
留
郡
河
口
湖
町
船
津
九
九
三
番

富
士
吉
五
六
・
六
・
一
〇

地
の
一
先
（
県
道
と
町
道
の
交
わ
る

田

三
五
号

交
差
点
）

」

を「
四
、
七
二
一

削
除

富
士
吉
平
成
一
七
年
一
二

田

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

四
、
七
二
二

削
除

富
士
吉
平
成
一
七
年
一
二

田

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

」

に
、

「
五
、
八
四
〇

町
　
道

東
山
梨
郡
勝
沼
町
菱
山
一
一
九
二
番

塩
　
山
五
八
・
六
・
一
七

地
先

三
七
号

五
、
八
四
一

町
　
道

東
山
梨
郡
勝
沼
町
菱
山
一
二
三
七
番

塩
　
山
五
八
・
六
・
一
七

地
先

三
七
号

」

を「
五
、
八
四
〇

削
除

塩
山

平
成
一
七
年
一
二

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

五
、
八
四
一

削
除

塩
山

平
成
一
七
年
一
二

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

」

に
、

「
八
、
一
〇
八

町
　
道

東
八
代
郡
石
和
町
川
中
島
一
、
六
〇

石
　
和
平
三
・
一
・
一
七

七
番
地
の
一
一
九
先
（
石
和
温
泉
管

一
号

理
事
務
所
南
側
）

」

を「
八
、
一
〇
八

削
除

笛
吹

平
成
一
七
年
一
二

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

」

に
、

「
八
、
三
六
三

市
　
道

韮
崎
市
中
田
町
小
田
川
三
七
五
番
地

韮
　
崎
平
五
・
五
・
一
三

穴
山
二

先
（
幹
線
一
号
線
と
の
交
差
点
「
西

告
示

号
線

進
す
る
車
両
」
）

第
二
〇
号

八
、
三
六
四

市
　
道

韮
崎
市
中
田
町
小
田
川
五
九
二
番
地

韮
　
崎
平
五
・
五
・
一
三

穴
山
二

先
（
幹
線
一
号
線
と
の
交
差
点
「
東

告
示

号
線

進
す
る
車
両
」
）

第
二
〇
号

」

を
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梨
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「
八
、
三
六
三

削
除

韮
崎

平
成
一
七
年
一
二

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

八
、
三
六
四

削
除

韮
崎

平
成
一
七
年
一
二

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

」

に
、

「
九
、
六
七
二

県
　
道

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
上
笹
尾
二
、
五

長
　
坂
平
一
一
・
二
・
一

茅
野
小

五
五
番
地
の
一
先
（
西
進
車
両
）

五

淵
沢
韮

告
示

崎
線

第
一
〇
号

」

を「

九
、
六
七
二

削
除

長
坂

平
成
一
七
年
一
二

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

」

に
、

「
九
、
八
七
二

村
　
道

南
都
留
郡
道
志
村
九
、
八
二
六
番
地

都
　
留
平
一
二
・
一
・
一

の
一
先

三

（
道
の
駅
入
口
交
差
点
南
側
・
北
進

告
示

車
両
）

第
一
号

」

を「
九
、
八
七
二

削
除

都
留

平
成
一
七
年
一
二

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

」

に
、

「
一
〇
、
四
五
八

町
道
沖

中
巨
摩
郡
甲
西
町
戸
田
九
五
番
地
一

小
笠
原
平
成
一
四
年
九
月

田
滝
西

先
（
南
進
車
両
）

一
九
日

線

告
示
第
五
二
号

一
〇
、
四
五
九

町
道
沖

中
巨
摩
郡
甲
西
町
和
泉
五
九
番
地
一

小
笠
原
平
成
一
四
年
九
月

田
滝
西

先
（
北
進
車
両
）

一
九
日

線

告
示
第
五
二
号

」

を「
一
〇
、
四
五
八

削
除

南
ア
ル
平
成
一
七
年
一
二

プ
ス

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

一
〇
、
四
五
九

削
除

南
ア
ル
平
成
一
七
年
一
二

プ
ス

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

」

に
、

「
一
〇
、
六
九
四

県
道
戸

都
留
市
四
日
市
場
一
九
七
番
地
三
先

都
留

平
成
一
五
年
一
二

沢
谷
村
（
東
進
車
両
）

月
一
八
日

線

告
示
第
八
八
号

」

を「
一
〇
、
六
九
四

削
除

都
留

平
成
一
七
年
一
二

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

」

に
、

「
一
〇
、
九
八
三

県
道
南

南
ア
ル
プ
ス
市
野
牛
島
一
、
〇
九
八

南
ア
ル
平
成
一
七
年
一
〇

ア
ル
プ

番
地
先
（
北
進
し
上
り
線
と
交
差
す

プ
ス

月
二
〇
日

ス
甲
斐

る
車
両
）

告
示
第
九
六
号

線

一
〇
、
九
八
四

県
道
南

南
ア
ル
プ
ス
市
野
牛
島
一
、
〇
九
八

南
ア
ル
平
成
一
七
年
一
〇

ア
ル
プ

番
地
先
（
南
進
し
上
り
線
と
交
差
す

プ
ス

月
二
〇
日

ス
甲
斐

る
車
両
）

告
示
第
九
六
号

線

一
〇
、
九
八
五

国
道
五

南
ア
ル
プ
ス
市
野
牛
島
一
、
〇
九
八

南
ア
ル
平
成
一
七
年
一
〇
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梨
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二
号
（

番
地
先
（
下
り
線
へ
流
入
す
る
車
両

プ
ス

月
二
〇
日

甲
西
道

）

告
示
第
九
六
号

路
）

」

を「
一
〇
、
九
八
三

削
除

南
ア
ル
平
成
一
七
年
一
二

プ
ス

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

一
〇
、
九
八
四

削
除

南
ア
ル
平
成
一
七
年
一
二

プ
ス

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

一
〇
、
九
八
五

削
除

南
ア
ル
平
成
一
七
年
一
二

プ
ス

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

」

に
、

「
一
一
、
〇
三
三

市
道

笛
吹
市
一
宮
町
国
分
七
九
一
番
地
一

笛
吹

平
成
一
七
年
一
〇

先
（
塩
田
橋
南
詰
交
差
点
・
東
進
車

月
二
〇
日

両
）

告
示
第
九
六
号

」

を「
一
一
、
〇
三
三

市
道

笛
吹
市
一
宮
町
国
分
七
九
一
番
地
一

笛
吹

平
成
一
七
年
一
〇

先
（
塩
田
橋
南
詰
交
差
点
・
東
進
車

月
二
〇
日

両
）

告
示
第
九
六
号

一
一
、
〇
三
四

市
道

甲
斐
市
下
今
井
一
、
一
一
〇
番
地
先

韮
崎

平
成
一
七
年
一
二

（
双
田
橋
北
側
十
字
路
交
差
点
・
東

月
一
日

進
車
両
）

告
示
第
一
〇
五
号

一
一
、
〇
三
五

市
道

甲
斐
市
下
今
井
一
、
二
六
六
番
地
先

韮
崎

平
成
一
七
年
一
二

（
双
田
橋
北
側
十
字
路
交
差
点
・
西

月
一
日

進
車
両
）

告
示
第
一
〇
五
号

一
一
、
〇
三
六

市
道

山
梨
市
万
力
一
、
三
五
六
番
地
の
一

日
下
部
平
成
一
七
年
一
二

先
（
南
進
車
両
）

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

一
一
、
〇
三
七

市
道

山
梨
市
万
力
一
、
三
一
一
番
地
の
一

日
下
部
平
成
一
七
年
一
二

先
（
北
進
車
両
）

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

一
一
、
〇
三
八

市
道
谷

富
士
吉
田
市
新
倉
二
、
九
四
二
番
地

富
士
吉
平
成
一
七
年
一
二

倉
線

の
一
先
（
富
士
河
口
湖
高
校
北
側
交

田

月
一
日

差
点
・
西
進
車
両
）

告
示
第
一
〇
五
号

一
一
、
〇
三
九

市
道

笛
吹
市
石
和
町
川
中
島
一
、
六
〇
七

笛
吹

平
成
一
七
年
一
二

番
地
の
三
一
先
（
ホ
テ
ル
き
ぬ
川
南

月
一
日

側
・
南
進
車
両
）

告
示
第
一
〇
五
号

一
一
、
〇
四
〇

市
道

笛
吹
市
石
和
町
川
中
島
一
、
六
〇
七

笛
吹

平
成
一
七
年
一
二

番
地
の
一
四
〇
先
（
泉
山
荘
西
側
・

月
一
日

北
進
車
両
）

告
示
第
一
〇
五
号

一
一
、
〇
四
一

市
道
（

笛
吹
市
石
和
町
松
本
一
七
一
番
地
一

笛
吹

平
成
一
七
年
一
二

石
和
温

先
（
北
進
車
両
）

月
一
日

泉
駅
前

告
示
第
一
〇
五
号

区
画
道

路
二
号

線
）

一
一
、
〇
四
二

国
道
一

笛
吹
市
春
日
居
町
鎮
目
一
、
三
二
一

日
下
部
平
成
一
七
年
一
二

四
〇
号

番
一
地
先
（
下
り
鎮
目
オ
フ
ラ
ン
プ

月
一
日

（
西
関

終
点
部
・
西
進
車
両
）

告
示
第
一
〇
五
号

東
連
絡

道
路
・

下
り
鎮

目
オ
フ

ラ
ン
プ

道
路
）

一
一
、
〇
四
三

国
道
一

笛
吹
市
春
日
居
町
下
岩
下
二
九
九
番

日
下
部
平
成
一
七
年
一
二

四
〇
号

地
先
（
上
り
下
岩
下
オ
フ
ラ
ン
プ
終

月
一
日

（
西
関

点
部
・
東
進
車
両
）

告
示
第
一
〇
五
号

東
連
絡

道
路
・

上
り
下

岩
下
オ

フ
ラ
ン
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プ
道
路

）

一
一
、
〇
四
四

国
道
一

笛
吹
市
春
日
居
町
鎮
目
三
、
六
九
二

日
下
部
平
成
一
七
年
一
二

四
〇
号

番
地
先
（
上
り
鎮
目
オ
ン
ラ
ン
プ
へ

月
一
日

（
西
関

の
左
折
導
流
部
道
路
・
南
進
車
両
）

告
示
第
一
〇
五
号

東
連
絡

道
路
・

上
り
鎮

目
オ
ン

ラ
ン
プ

へ
の
左

折
導
流

部
道
路

）

一
一
、
〇
四
五

市
道

甲
州
市
勝
沼
町
菱
山
九
七
四
番
地
先

塩
山

平
成
一
七
年
一
二

（
南
進
車
両
）

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

一
一
、
〇
四
六

市
道

甲
州
市
勝
沼
町
菱
山
一
、
〇
八
〇
番

塩
山

平
成
一
七
年
一
二

地
先
（
北
進
車
両
）

月
一
日

告
示
第
一
〇
五
号

一
一
、
〇
四
七

村
道
四

南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
三
五
六
番

富
士
吉
平
成
一
七
年
一
二

七
号
線

地
二
先
（
村
道
三
二
号
線
と
の
交
差

田

月
一
日

点
・
西
進
車
両
）

告
示
第
一
〇
五
号

一
一
、
〇
四
八

村
道
四

南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
三
五
三
番

富
士
吉
平
成
一
七
年
一
二

七
号
線

地
二
先
（
村
道
三
四
号
線
と
の
交
差

田

月
一
日

点
・
東
進
車
両
）

告
示
第
一
〇
五
号

」

に
改
め
る
。
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